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(57)【要約】
器具（３）すなわち内視鏡を用いて、細胞学的／組織学
的試験のための組織の試料を抽出する装置が、器具（３
）の遠位部（３ｄ）と取り外し可能に結合する手段（２
）を有する本体（１）を備える。本体（１）は、本体の
内部にある近接後退非動作位置（５ｐ）と試験される組
織（６）に突き刺さるよう部分的に前記本体（１）の外
部にある遠位動作位置（５ｄ）との間で移動可能である
組織（６）試料を抽出するための針（５）を備える。前
記針は前記組織試料を受け取るための受け部（７）を形
成するよう設計された部分（５ｓ）を備える。装置はま
た、前記針と結合しており、前記分析器具の内部に配置
されて摺動可能であり、前記針を前記近接位置と前記遠
位位置との間で両方向に移動可能とするよう設計された
第一制御手段（１０）を有する。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　器具（３）を用いて、人間または動物の身体の内部部分の分析のために細胞学／組織学
試験のための組織の試料を抽出する装置において、器具（３）の遠位部（３ｄ）と取り外
し可能に結合する手段（２）を有する本体（１）を備えており、
　前記本体（１）は、
　前記本体の内部にある近接後退非動作位置（５ｐ）と試験される組織（６）に突き刺さ
るよう部分的に前記本体（１）の外部にある遠位動作位置（５ｄ）との間で移動可能であ
る組織（６）試料を抽出するための針（５）であって、該針が前記組織試料を受け取るた
めの受け部（７）を形成するよう設計された部分（５ｓ）を備えている針（５）と、
　前記針と結合しており、前記分析器具の内部に配置されて摺動可能であり、前記針を前
記近接位置と前記遠位位置との間で両方向に移動可能とするよう設計された第一制御手段
（１０）と、
を収容している装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の装置において、
　前記本体（３）は、前記針の少なくとも円筒表面部分（８ｓ）の外側を囲繞する前記針
の第一保護要素（８）を備える装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の装置において、
　前記針が備えている前記部分（５ｓ）は、厚さが低減されるよう設計されている装置。
【請求項４】
　請求項２に記載の装置において、
　前記円筒表面部分（８ｓ）は、厚さが低減された前記部分（５ｓ）と対向しており、
　前記第一保護要素（８）はまた、前記本体の内側に配置されており、両方向に、前記針
の移動の線（９）と平行して、近接後退非動作位置（８ｐ）と前記針および前記第一保護
要素が互いに面している遠位動作位置（８ｄ）との間で、移動可能である装置。
【請求項５】
　請求項２に記載の試料を抽出する装置において、
　前記保護要素と結合しており、前記分析器具の内部に配置されて摺動可能であり、前記
近接位置と前記遠位位置との間で両方向に移動可能に設計された第二制御手段（１１）を
備える装置。
【請求項６】
　請求項３に記載の試料を抽出する装置において、
　厚さが低減された前記部分は前記針の本体の中央部である装置。
【請求項７】
　先行の請求項のいずれか一に記載の試料を抽出する装置において、
　前記本体（１）は、前記本体の内部に配置され、前記近接位置（５ｐ）から前記遠位位
置（５ｄ）へと移動させるよう前記針（５）に作用する第一バネ手段（１２）を備えてお
り、
　第一制御手段（１０）が、前記針と結合しており、前記分析器具の内部に配置され摺動
可能であり、前記針を前記遠位位置（５ｄ）と前記近接位置（５ｐ）との間で移動可能と
するよう設計されている装置。
【請求項８】
　先行の請求項のいずれか一に記載の試料を抽出する装置において、
　前記本体（１）は、前記本体の内部に配置され、前記近接位置（８ｐ）から前記遠位位
置（８ｄ）へと移動させるよう前記第一保護要素（８）に作用する第二バネ手段（１３）
を備えており、
　第二制御手段（１１）が、前記第一保護要素と結合しており、前記分析器具の内部に配
置され摺動可能であり、前記第一保護要素を前記遠位位置（８ｄ）と前記近接位置（８ｐ
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）との間で移動可能とするよう設計されている装置。
【請求項９】
　請求項１に記載の試料を抽出する装置において、
　前記本体（１）は、互いに接続される側部キャビティ（１５，１７）と中央キャビティ
（１６）とからなる、一セットの三つのキャビティ（１５，１６，１７）を備えており、
　前記中央キャビティ（１６）は前記針（５）を収容しており、
　前記側部キャビティの一方（１５）には内部に、移動の前記線（９）に沿って移動させ
るよう前記針（５）に作用する第一アクチュエータ手段（２０）が配置されており、
　前記側部キャビティのうちの第二側部キャビティには内部に、前記二つの、近接位置と
遠位位置との間で移動させるよう第一保護要素（８）に作用する第二アクチュエータ手段
（２１）が配置されている装置。
【請求項１０】
　請求項９に記載の試料を抽出する装置において、
　前記キャビティは管状であり、隣接するキャビティの側面に近接して側面に形成される
対応する長手方向溝（３０，３１）によって互いに接続される装置。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の試料を抽出する装置において、
　前記溝（３０）は前記側部キャビティ（１７）を前記中央キャビティ（１６）に接続し
ており、前記溝（３１）は他方の側部キャビティ（１５）を中央キャビティ（１６）に接
続している装置。
【請求項１２】
　請求項９～１１のいずれか一に記載の試料を抽出する装置において、
　前記中央キャビティ（１６）には、互いに１８０°反対側である二つの長手方向のキャ
ビティが配置されている装置。
【請求項１３】
　請求項９～１２のいずれか一に記載の試料を抽出する装置において、
　前記中央キャビティ（１６）は、前記針（５）を後部を円筒状支持部（５１）と結合さ
せて収容しており、前記支持部はキャビティ（１６）内部で針を連結させるとともに摺動
させる部分を形成している装置。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の試料を抽出する装置において、
　前記支持部（５１）とそして該支持部とともに前記針（５）とが厚さが低減された前記
部分（５ｓ）を備える装置。
【請求項１５】
　請求項９～１４のいずれか一に記載の試料を抽出する装置において、
　前記側部キャビティ（１５）には内部に、前記移動の線（９）に沿って移動させるよう
前記針（５）に作用する第一アクチュエータ手段（２０）が配置されている装置。
【請求項１６】
　請求項９～１５のいずれか一に記載の試料を抽出する装置において、
　前記第一アクチュエータ手段（２０）は、前記キャビティ（１５）の内部でスライドと
して機能する第一円筒状チューブ体（２０ｔ）によって形成されており、
　前記第一チューブ体（２０ｔ）は、前記溝（３１）を通り該溝の内部で摺動可能である
リブ（２０ａ）によって前記針（５）の前記支持部（５１）に固定して接続されている装
置。
【請求項１７】
　請求項９～１６のいずれか一に記載の試料を抽出する装置において、
　前記キャビティ（１５）の後側に配置され、前記第一円筒状チューブ体（２０ｔ）の後
側に作用する、第一バネ（１２）の態様の、弾性要素を備える装置。
【請求項１８】
　請求項９～１７のいずれか一に記載の試料を抽出する装置において、
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　前記第二側部キャビティ（１７）には内部に、前記二つの、近接位置と遠位位置との間
で移動させるよう前記第一保護要素（８）に作用する第二アクチュエータ手段（２１）が
配置されている装置。
【請求項１９】
　請求項９～１８のいずれか一に記載の試料を抽出する装置において、
　前記第二アクチュエータ手段（２１）は、前記キャビティ（１７）の内部でスライドと
して機能する第二円筒状チューブ体（２１ｔ）によって形成されており、
　前記第二チューブ体（２０ｔ）は、前記溝（３０）を通り該溝の内部で摺動可能である
リブ（２１ａ）によって前記針（５）の前記第一保護要素（８）に固定して接続されてい
る装置。
【請求項２０】
　請求項９～１９のいずれか一に記載の試料を抽出する装置において、
　前記キャビティ（１７）の後側に配置され、前記第二円筒状チューブ体（２１ｔ）の後
側に作用する、第二バネ（１３）の態様の、弾性要素を備える装置。
【請求項２１】
　請求項９～２０のいずれか一に記載の試料を抽出する装置において、
　内視鏡全体の内部で摺動可能であるとともに、遠位区域において、それぞれ前記第一バ
ネ（１２）および前記第二バネ（１３）に接続される第一操作ケーブル（４９）および第
二操作ケーブル（４１）を備えており、前記近接位置において、前記ケーブルは前記器具
の握り部（１００）に接続されている装置。
【請求項２２】
　先行の請求項のいずれか一に記載の装置において、
　前記本体（１）は、その下方にある前記取り外し可能結合手段（２）の一部であるクレ
ードル（２ｖ）に対して揺動し、前記揺動はヒンジ状連結部（４４）によって可能にされ
る装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、以降に行う細胞学的／組織学的試験のために生物組織の試料（サンプル）を
抽出する装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　この方法は、最近人体の臨床試験を行う通常の実務においてますます用いられるように
なっている。
【０００３】
　内部器官の分析については、内視鏡として一般に知られている器具が、この目的に用い
られる。例えば、内視鏡は、米国特許第５８６１００２号明細書や米国特許出願公開第２
００５／００９０８４２号明細書などに記載されている。
【０００４】
　試料は、一般的には、内視鏡の内側に挿入でき収容が可能であり、試料を抽出するとき
に作動可能な針（ニードル）を用いることにより抽出される。
【０００５】
　針生検を反響波内視鏡法によって行うために、可撓性内視鏡が、検査される管腔器官に
挿入される超音波プローブを取り付けた状態で、用いられる。
【０００６】
　食道、胃および／または十二指腸そして近傍の器官（膵臓、胆管およびリンパ節）に関
係する検査の場合には、内視鏡は口腔を通じて（胃鏡とともに）導入される。一方、肛門
管および／または直腸／Ｓ状結腸の検査の場合には、内視鏡は、肛門を通じて必要なだけ
導入される。
【０００７】
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　得られた超音波画像は、特定画面に表示され、これにより、操作者が内視鏡器具を操作
し易くするようそして試料を抽出する部分のすぐ近くに適切に位置決めできるように支援
する。
【０００８】
　したがって、検査の際に、包嚢から液体を排出するまたは太陽神経叢に麻酔薬を投与す
るために、例えば上述のものを、器具の動作経路に配置される針を用いることにより、操
作することができる。
【０００９】
　生検を得る場合、正しい組織の試料採取（サンプリング）を行うために、針を数回作動
させることが必要となる場合がある。
【００１０】
　従来技術ソリューションを示す添付図面の図１は、検査される部分を照らし表示するた
めの要素１を端部に有する内視鏡の遠位部（すなわち対応する孔を通って人体の内側に挿
入される部分）を示している。
【００１１】
　ＦＮＡ（細針吸引(Fine Needle Aspiration)）のための針２が器具の端部から動作経路
を通って突出し、操作者によって適切な瞬間に操作されることを記載しておく。
【００１２】
　ＦＮＡを実行するためには、内視鏡の遠位部から突出するまで、針を内視鏡経路に挿入
することが必要である。
【００１３】
　その後、グリップ（把持部）を有するとともに内視鏡の一部を形成する種々の動作要素
に関連する制御を行うハンドルの近接端部（図示せず）によって、針の移動が案内される
。
【００１４】
　具体的には、試料を抽出可能とする手順には、
　針を器具の内側に配置する手順と、
　ハンドルをしっかりと移動させて障害部分に針を挿入する手順と、
　針の偏位（エクスカーション）を調整する手順と、
　材料を吸引する手順と、
　連続移動によって針を取り外す手順と、
　最後に、針を引き出して、針の中にあるものを出して試料を収集する手順と、
がある。
【００１５】
　従来技術の問題は、内視鏡経路を通過する必要があるので、針のサイズおよび構造の変
更が制限される場合があることにあり、内視鏡経路は、さらに、検査の際に、内側に、一
方向またはそれ以外にも、針システムの通過に実際には適さない角度や曲がりが付けられ
ていることもある。
【００１６】
　針システムの形状および機能に関する思想は、例えば、添付図面に従来技術の図２とし
た図面が示されている米国特許第５１９９４４１号明細書を参照されたい。
【００１７】
　このソリューションでは、吸引／試料抽出針は内部が中空であり、この内部空間に、分
析される身体部分に針を挿入することによって取り出された組織試料を保持できることが
明瞭に示されている。
【００１８】
　試料の分離および保持を補助するために、針の外面の遠位部分には、針の厚さにわたっ
て貫通する孔が形成されている。
【００１９】
　さらにまた、針の内側に組織試料の保持を補助するために、空洞部分（キャビティ）は
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厚さが異なっており、これにより、内面が非直線上であるすなわち波打っている。
【００２０】
　したがって、主として従来技術の欠点は、この針を用いた場合、検査すべき部分の詳細
な分析には十分な量の試料を取り出すことができないことにある。
【発明の概要】
【００２１】
　本発明の目的は、従来技術の上述の欠点を解消する、細胞学的／組織学的試験のための
組織の試料を抽出する装置を提供することにある。
【００２２】
　より詳細には、本発明の目的は、内視鏡など検査の器具と結合でき、以降に行う細胞学
的／組織学的検査の工程を完全に行うのに十分な量の試料を取り出すことができる細胞学
的／組織学的試験のための組織の試料を抽出する装置を提供することにある。
【００２３】
　本発明のさらなる目的は、一方では、その動作のために、従来の内視鏡の通常の器具お
よび命令（コマンド）を使用することができ、したがって、特定の設計を必要としない、
また他方では、手術室における異なる器具を用いることができる細胞学的／組織学的試験
のための組織の試料を抽出する装置を提案することにある。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
　本発明のこの特徴および他の特徴は、以下の添付の図面を参照する、限定するものでは
ない本発明の好ましい例示的な実施形態の詳細な説明から明らかとなろう。
【００２５】
　図１は、従来技術ソリューションとしての、内視鏡タイプの、分析に用いられる器具の
一例を示す。
【００２６】
　図２は、従来技術ソリューションとしての、組織の試料を抽出するのに用いられる針の
例を示す。
【００２７】
　図３および図４は、内視鏡の端部に接続される、実際の二つの異なる配置状態としての
、本発明にかかる装置の概略図である。
【００２８】
　図５～図８は、異なる構成の、本発明にかかる装置の、本来の状態における使用を示す
。
【００２９】
　図９は、装置の概略的横方向断面を示す。
【００３０】
　図１０は、本発明にかかる装置の制御要素を近接端部に有する分析器具の一例を示す。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　添付図面を、特に図９を参照して、本発明にかかる装置を、－相補的なアクセサリー（
付属品）として－（図３および図４を参照）人間または動物の身体の内部部分を分析する
器具の遠位部に関連付けることができる。器具は総称して内視鏡（３）とし、近接部（図
１０を参照）は握り部（ハンドグリップ）（１００）で終端しており、握り部を用いて、
外科医／操作者は、内視鏡の種々の移動を制御し、さらに、組織などの一部を照らし、切
断しそして回収する動作部分を作動させる。これらの機能はよく知られており、ここでは
詳細に記載しない。
【００３２】
　装置は、器具（３）の遠位部（３ｄ）と取り外し可能に結合する(for reversible asso
ciation)手段（２）を有する本体（１）を備える。
【００３３】
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　図９における、これらの手段は、本体（１）に堅く接続されるまたは本体の一部を形成
する、受け台（クレードル）（２ｃ）で構成される。クレードル（２ｃ）は、内視鏡の遠
端部（３ｄ）に対して静止でき、好ましくは伸縮性のある材料の係止(for closing)スト
リップ（２ｖ）によって固定される。
【００３４】
　本体（１）は、本体の内部にある近接後退非動作位置（５ｐ）と部分的に本体（１）の
外部にある遠位動作位置（５ｄ）との間で移動可能である組織（６）試料を抽出するため
の針（５）を収容する。遠位動作位置（５ｄ）では、試験される組織（６）に針が突き刺
さる。
【００３５】
　装置は、針と結合する第一制御手段（１０）を有する。第一制御手段（１０）は、前記
分析器具の内部に配置されて摺動可能である（内視鏡の近接部分に配置される握り部に取
り付けることができるハンドルによって制御される）。そして、第一制御手段（１０）は
、針を前記近接位置と前記遠位位置との間で両方向に移動可能とするよう設計されている
。
【００３６】
　本発明にかかる装置の好ましい実施形態においては、針は、前記組織試料を受け取るた
めに受け部（シート）（７）を形成するための、厚さが低減された部分（５ｓ）を有する
。
【００３７】
　本発明にかかる装置の好ましい実施形態においては、上述の本体（１）の向きを変更す
るよう設計されたさらなる移動手段（以下に詳細に説明する）を備える。
【００３８】
　また本体は、円筒状であり厚さが低減された部分（５ｓ）と対向する少なくとも表面部
分（８ｓ）によって針を囲繞する、針の第一保護要素（８）を収容する。
【００３９】
　この第一保護要素はまた、本体の内側に配置されており、両方向に、針の移動の線（９
）と平行して、近接後退非動作位置（８ｐ）と遠位動作位置（８ｄ）との間で、移動可能
である。遠位動作位置（８ｄ）では、針および第一保護要素が互いに面している。
【００４０】
　要素のこの好ましい組み合わせを実現するために、図９に示すソリューションでは、本
体（１）は、三つの空洞部分（キャビティ）（１５，１６，１７）を有する。三つのキャ
ビティは、それぞれの側方隔室（コンパートメント）（１５，１７）と中央キャビティ（
１６）とである。
【００４１】
　キャビティは管（チューブ）状であり、隣接するキャビティの側面に近接して側面に切
断形成される対応する長手方向溝（３０，３１）によって互いに接続される。
【００４２】
　溝（３０）は側方キャビティ（１７）を中央キャビティ（１６）に接続しており、溝（
３１）は他方の側方キャビティ（１５）を中央キャビティ（１６）に接続している。
【００４３】
　したがって、中央キャビティには、互いに１８０°反対側に二つ長手方向キャビティが
ある。
【００４４】
　中央キャビティ（１６）は、針（５）を後部を円筒状支持部（５１）と結合させて収容
しており、支持部はキャビティ（１６）内部で針を連結させるとともに摺動させる部分を
形成している（特に図９を参照）。
【００４５】
　支持部（５１）と針（５）とは、厚さが低減された前記部分（５ｓ）を備える。
【００４６】
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　図９において、厚さが低減されたこの部分（５ｓ）は、略直角（α）で延設される支持
部（５１）のキャビティとして定義される。
【００４７】
　側方キャビティ（１５）には内部に、移動の線（９）に沿って移動させるよう針（５）
に作用する第一アクチュエータ手段（２０）が配置されている。
【００４８】
　第一アクチュエータ手段（２０）は、キャビティ（１５）の内部でスライドとして機能
する第一円筒状チューブ体（２０ｔ）によって形成されている（図９参照）。また、第一
アクチュエータ手段（２０）は、前記溝（３１）を通り該溝の内部で摺動可能であるリブ
（２０ａ）によって針（５）の支持部（５１）に固定して接続されている。
【００４９】
　第一アクチュエータ手段（２０）を構成するために、装置は、キャビティ（１５）の後
側に配置され、前記第一円筒状チューブ体（２０ｔ）の後側に作用する、第一バネ（１２
）の態様の、弾性要素を備える（図５～図８も参照）。
【００５０】
　第二側方キャビティ（１７）には内部に、二つの、近接位置と遠位位置との間で移動さ
せるよう第一保護要素（８）に作用する第二アクチュエータ手段（２１）が配置されてい
る。
【００５１】
　第二アクチュエータ手段（２１）は、キャビティ（１７）の内部でスライドとして機能
する第二円筒状チューブ体（２１ｔ）によって形成されている（図９参照）。また、第二
アクチュエータ手段（２１）は、前記溝（３０）を通り該溝の内部で摺動可能であるリブ
（２１ａ）によって針（５）の第一保護要素（８）に固定して接続されている。
【００５２】
　第二手段アクチュエータ（２１）を構成するために、装置は、キャビティ（１７）の後
側に配置され、前記第二円筒状チューブ体（２１ｔ）の後側に作用する、第二バネ（１３
）の態様の、弾性要素を備える（図５～図８も参照）。
【００５３】
　参照符号（４０）および（４１）は第一操作ケーブルおよび第二操作ケーブルを示す。
第一操作ケーブルおよび第二操作ケーブルは、内視鏡全体の内部で（通常内部に既存の導
管（ダクト）を用いて）摺動し、遠位側がそれぞれ前記第一バネ（１２）および前記第二
バネ（１３）へと延び、近接側が図１０に示す握り部（１００）に接続されている。
【００５４】
　より正確には、内視鏡器具の準備の工程の際、第一バネ（１２）および第二バネ（１３
）の圧縮に寄与するよう、上述の操作ケーブル（４０），（４１）は遠位・近接間方向で
ピンと張るよう引っ張られる。装置を「発射準備状態にする(arming)」この位置は、握り
部（１００）におけるケーブルの近接端部を緊結すること(blocking)により達成できる。
【００５５】
　上述のケーブル（４０），（４１）は、図９から分かる対応するケーブル孔（４２），
（４３）を通過する。
【００５６】
　第一アクチュエータ手段（２０）、第一円筒状チューブ体（２０ｔ）、針（５）の支持
部（５１）、第一バネ（１２）の態様の弾性要素、および第一ケーブル（４０）により、
（１０）で示す第一制御手段が構成される。
【００５７】
　第二アクチュエータ手段（２１）、第二円筒状チューブ体（２１ｔ）、針（５）の第一
保護要素（８）、第二バネ（１３）の態様の弾性要素、および第二ケーブル（４１）によ
り、（１１）で示す第二制御手段が構成される。装置が、基礎を構成するクレードル（２
ｃ）と関連している本体（１）を備えることは理解されよう。
【００５８】
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　図３および図４に示す好ましい実施形態において、本体（１）は、ヒンジ状の連結部（
４４）を用いて、基礎を構成するクレードルに対して揺動する。
【００５９】
　このソリューションを用いて、本体（１）を、そして該本体と合わせて関連する針を、
本体（１）が内視鏡の軸と平行である図３の下げた位置と、本体（１）が値（β）に達す
る角度で上昇していることがわかる（図４参照）「傾斜」位置と、の間で、検査すべき組
織を抜き出して取り出す以降の工程のために針を最良の位置とするよう、移動させること
ができる。
【００６０】
　この場合も、傾斜部の移動は、図９に示す通り、先のケーブルと同様第三孔（４６）を
通過する第三ケーブル（４５）を用いて行われる。
【００６１】
　次に、本発明にかかる装置の機能を概略的に説明する。
【００６２】
　準備工程の際、本体（１）は、手段（２ｖ）を用いて内視鏡の遠端部と結合している、
つまりしっかりと取り付けられている。
【００６３】
　針（５）が関連するキャビティ（１６）の内部の引き込み位置に位置するよう（図５を
参照）、第一バネ（１２）および第二バネ（１３）が圧縮される（荷重が印加される）よ
うに、第一ケーブル（４０）および第二ケーブル（４１）は握り部（１００）に向かって
ピンと張るよう引っ張られる。
【００６４】
　第一円筒状チューブ体（２０ｔ）（針（５）の支持部（５１）に固定して接続される）
と、第二円筒状チューブ体（２１ｔ）（針（５）の第一保護要素（８）に固定して接続さ
れる）と、もまたピンと張るよう引っ張られ、それぞれのキャビティ（１５），（１７）
の内部に配置される。
【００６５】
　この静止配置状態は、ケーブル（４０），（４１）の近接端部が、通常の固定技術、例
えばチョーカーおよび／またはトリガーを用いて、内視鏡の握り部（１００）にしっかり
と固定されることによって行われる。
【００６６】
　この時点で、内視鏡が患者の対応するオリフィスに挿入される。
【００６７】
　正しい位置に達すると、操作者は、正しい高さに傾斜部を位置決めするよう（図４参照
）、第三ケーブル（４４）を作動させることができる。
【００６８】
　握り部に配置されたトリガーを用いて、操作者は支持部（５１）および針（５）の、そ
れぞれのキャビティ（１６）から、突出させるよう第一ケーブル（４０）を解放すること
ができる（図６参照）。
【００６９】
　針は、検査される組織に突き刺さることになり、厚さが低減された部分（５ｓ）を有す
る受け部（７）に充填されるある一定の量の組織が取り出される。
【００７０】
　握り部のトリガーを用いて、その後、操作者は第二ケーブル（４１）を解放すると、そ
の結果、保護要素（８）が対応するキャビティ（１７）から放出されて、そして、針が、
とりわけ受け部（７）の区域が、部分的に囲繞されるよう（図７参照）、針（５）を覆い
保護する。
【００７１】
　患者から抽出された組織試料はこうして安全に保存される。
【００７２】
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　以降の工程では、すべての可動部品がそれぞれのキャビティに戻るまで、操作者が牽引
をケーブル（４０），（４１）の両方に同時に印加する。なお、このステージにおいて、
針を保護した状態で後退させること(the retraction of the needle-protective)により
、抽出された組織の試料の保存を確実に行うことができ、これをキャビティ（１６）の内
部でさらに保護できる（図８参照）ことを記載しておく。
【００７３】
　この時点において、内視鏡全体は組織の試料を取り出すために引き出される。
【００７４】
　なお、本発明にかかる装置は異なる構造タイプを有することができ、基本的な要素は、
分析器具に関連できる独立した本体から構成されることを記載しておくことは有用であろ
う。この実施形態では、サイズおよび形状の両方の点で、従来のタイプの内視鏡機器にお
いて用いることができない特定の針を使用することもできる。基本的なソリューションに
おいて、本体はまた、針が配置される単一のキャビティを有することもできる。これを、
上に説明したタイプ（厚さが低減された部分を有する）とすることも、たとえ直径が大き
い場合であっても中空ボディを有する従来のタイプとすることもできる。
【００７５】
　こうして、本発明にかかる装置は、上述の目的を達成する。それは、
　内視鏡など既知のタイプの検査器具と結合できるからであり、
　針が、従来技術器具より大きい量の組織試料を収容することができるからであり、
　そして図に示した好ましい実施形態においては、
　内視鏡が検査の終了時に引き出されるまで、この組織試料を対応するキャビティの内部
で保護できるからであり、
　すべての実施形態において、試料が抽出される前に、針の位置の本来の位置に向きを向
けることができるからである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００７６】
【特許文献１】米国特許第５８６１００２号
【特許文献２】米国特許出願公開第２００５／００９０８４２号
【特許文献３】米国特許第５１９９４４１号
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